
令和２年２月２８日（金）13：00～
：TKPガーデンシティPREMIUM広島駅前 【ホール ３A】

(広島市南区大須賀町：裏面地図参照)

：下記ウェブサイト内にある申込フォームに必要事項を入力し送信してください。

https://chiikikyouseisyakai.peatix.com

※お申込みはWEBのみの受付となります。定員(150名)に達し次第締切

：自治体職員、医療・介護関係者、社会福祉法人・ＮＰＯ法人・事業者の方、

認知症地域支援推進員、地域包括支援センター、住民自治組織の方 等

プログラム（予定）

『認知症とともに暮らせる社会をつくる』
公益財団法人正光会 御荘診療所 所長 長野 敏宏

基調提案的実践報告

座長：県立広島大学 教授 西田 征治
三原市高齢者福祉課 砂田 真由美 ほか

地域共生社会実現に向けて、明日の一歩を考えるまとめシンポジウム

名刺交換会 閉会後、同会場にて情報交換会を予定しております。
登壇者、他の参加者とお話いただける場となりますので、ぜひご参加ください。

【主催】みずほ情報総研株式会社、 一般社団法人 JA共済総合研究所
【協力】中国四国厚生局、四国厚生支局、中国四国農政局

お問い合わせ先 第1テーマ :みずほ情報総研株式会社 担当者：山本、齊堂 E-mail: piasupport2020@mizuho-ir.co.jp
事務局 第2テーマ :一般社団法人 JA共済総合研究所 担当者：荻原、濱田 E-mail: rouken-p@jkri.or.jp

令和元年度 厚生労働省老人保健健康増進等事業 報告会

当事者からのメッセージ： 奈良若年性認知症・MCIの人々の集いまほろば倶楽部
代表 平井正明

登壇者 ： 県立広島大学 教授 西田 征治
一般社団法人 JA共済総合研究所 主任研究員 濱田 健司
広島市西部認知症疾患医療センター看護師 岡田眞理 ほか

コメンテーター：公益財団法人正光会 御荘診療所 所長 長野 敏宏
進 行 ： 中国四国厚生局 地域包括ケア推進課 課長 高原 伸幸

地域共生社会の実現に向けて
～認知症、本人支援、介護予防をKeywordに学ぶエッセンス～

参加
無料

会 場

申込方法

参加対象

13:05~13:55

14:05~15:45

座長：一般社団法人 JA共済総合研究所 主任研究員 濱田 健司
高知県越知町 地域包括支援センター 矢野 雄二
一般社団法人 SPSラボ若年性認知症サポーターきずなや

ゼネラルマネージャー 若野 達也
社会福祉法人優輝福祉会 理事長 熊原 保

テーマ別事業報告

第1 テーマ：若年性認知症の人のピアサポート

（敬称略）

第２テーマ：高齢者の農福連携

15:55~17:00

17:00~18:00

プログラムは都合により変更の場合がありますのでご了承ください

QRコード



開
催
趣
旨

「若年性認知症の当事者本人と家族の支援のための
ピアサポート体制の構築に関する調査研究事業」

◎ 西田 征治 県立広島大学保健福祉学部 教授
○ 岡田 眞理 広島市西部認知症疾患医療センター

看護師
○ 國本 洋美 広島市在住
○ 砂田真由美 三原市高齢者福祉課 保健師
○ 永田久美子 認知症介護研究・研修東京センター

研究部 部長
○ 橋本 佳子 山口県長寿社会課 主査
○ 前田 好子 鳥取県若年性認知症サポートセンター

センター長

「農福連携による高齢者の健康増進・生きがいづくり
社会参加と農山漁村の活性化の支援に関する

調査研究事業」

◎ 濱田健司 一般社団法人 JA共済総合研究所 主任研究員
○ 岩崎元治 香川県障害福祉課 課長補佐
○ 内田芳明 山口県社会福祉法人経営者協議会 会長
○ 熊原 保 社会福祉法人優輝福祉会 理事長
○ 公文一也 高知県安芸福祉保健所 健康障害課 主幹
○ 中本英里 農業・食品産業技術総合研究機構西日本農業

研究センター 研究員
○ 宮廻克己 島根県農業技術センター技術普及部

野菜技術普及課長
○ 若野達也 一般社団法人 SPSラボ若年性認知症サポーター

きずなや ゼネラルマネージャー

会場ご案内
TKPガーデンシティPREMIUM広島駅前 【ホール 3A】
〒732-0821 広島県広島市南区大須賀町13-9 ベルヴュオフィス広島

● JR山陽本線広島駅 中央改札 南口 徒歩2分 広島電鉄 広島駅 徒歩3分

https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/gcp-hiroshima-ekimae/access/

本セミナーは令和元年度厚生労働省老人保健健康増進等事業のうち、中国四国地方をエリアに
実施された２つの事業の合同事業報告会です。

「若年性認知症の当事者本人と家族の支援のためのピアサポート体制の構築に関する調査研究
事業」は、みずほ情報総研株式会社社会政策コンサルティング部が実施主体となり、広島県内の
認知症疾患医療センターの協力を得て若年性認知症の方のピアサポート支援のモデル事業を実施
したものを報告します。

「農福連携による高齢者の健康増進・生きがいづくり・社会参加と農山漁村の活性化の支援に
関する調査研究事業」は、一般社団法人JA共済総合研究所が実施主体となり、中国四国地方をエ
リアに、自治体の農政、福祉の各部門、社会福祉法人を対象にアンケート調査を実施するととも
に、先行する事例調査を行った結果を報告します。

これらの２つの事業をとおして、「地域共生社会」の姿、各地域の取組が広がり促進される
要因や行政を含む各主体の役割や可能性について、ともに考える機会とします。

事業検討委員 ◎は委員長


